













Illustrating Expressions in Medical Texts:  
Characteristics of “youna” and the suffix “you” 
Reiko Saegusa (Senshu University) 
















































 データは以下の 3冊である。1)と 2)は、長年現場の医師によく利用されている手引書、3)は
医師国家試験の参考書としてもっともよく読まれている医学書である。 
1) 『今日の治療指針 2018年版』 
2) 『今日の診断指針 第 7版』  











 → ライオンかどうかわからない。：推量的な意味：不明関係 
(2)ライオンのような犬がいた。 
 → ライオンではない。：比喩的な意味：不一致関係 
(3)ライオンのような肉食動物は生肉からビタミン類を摂取する。 

























表 1 「ような」の前接表現 
接続 頻度 割合 
「の」接続 573 59.7% 
用言接続 387 40.3% 










3 「ような」を検索し抽出した 968 例のうち、「ようなので」1 例、「ようなら（ば）」7 例を分析対
象外とした。 
4 接尾辞「様（ヨウ）」を検索した結果、2,348 例が抽出された、そのうち以下の 1,528 語による用
例は接辞「様」を用いていない例、「A 様 B」の形式が抽出できない例とみなし分析対象外とした
ため、分析対象は 820 例となった。なお、器官名は分割できない一語とした。 
【除外した語】別語 1,378 語（同様 634，様々409，多様 150，様式 107，様子 43，模様・一様各
9，様相 5，皆様・紋様・様体・様態・異様各 2，様変・以下の様な各 1），水様性 44 語、器官名
38 語（毛様体 25，網様体 12，毛様溝 1）, 「様」に助詞，記号，空白が後接し、「A 様 B」形式で
はないと判断したもの及び Bが特定できなかったもの 68 語 
 なお、「感冒様症状」と「感冒様の症状」のように同様の表現で「A 様 B」だけでなく、「A 様
の B」という形式も見られた。本研究では「A 様の B」も「A 様 B」に含めて集計した。分析対
象 820 例のうち、「A 様の B」は 151 例であった。 
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表 2 「ような」前接表現の高頻度語  
指示用法の語 頻度 割合 
このような 193 20.1% 
そのような 73 7.6% 
以下のような 52 5.4% 
どのような 40 4.2% 
上記のような 21 2.2% 
下記のような 12 1.3% 
表に示｛す・した｝ような 11 1.1% 
指示用法計 463 48.2% 












表 3 後接表現の頻度 
順位 後接表現 頻度 割合 「の」接続 用言接続 
1 場合 28 5.6% 2 26 
2 症例 19 3.8% 1 18 
3 症状 18 3.6% 8 10 
3 痛み 18 3.6% 0 18 
5 疾患 14 2.8% 8 6 
6 もの 13 2.6% 8 5 
7 状態 10 2.0% 2 8 
7 運動 10 2.0% 0 10 
9 病態 9 1.8% 2 7 
9 頭痛 9 1.8% 0 9 
― その他 349 70.2% 110 239 


















表 4 後接表現が「痛み」類の比喩用法 
前接表現 ― 後接表現 頻度 
（針で）刺される・刺す ような 疼痛 6 
バットでなぐられた ような 痛み 3 
しめつけられる・締め付ける ような 頭痛 3 
えぐられ｛る・た｝ ような 激痛 3 
焼け付く・焼ける・灼ける ような 痛み 3 








表 5 後接表現が感覚名詞の比喩用法  
前接表現 ― 後接表現 
鼻を鳴らす，吠える ような 声 
引っかく ような 雑音 
咽頭内に焼ける ような 感覚 
雪を握った ような 感じ 
 
表 6 後接表現が運動類の比喩用法 
 前接表現 ― 後接表現 
丸薬をこねる ような 動き 
ねじる ような 不随意運動 
踊る ような 不随意運動 
払いのける ような 動作 






























表 7 前接表現末の 1語             
品詞 頻度 語 頻度 
動詞-動詞一般 142 来す 17 
伴う 12 
言う 8 











その他 147   
































(17) V ネックセーターの首筋露出部にできる日焼けのような紅斑 e（略） 










様 B」の Aを前接表現、B を後接表現と呼ぶことにする。 




４．２．１ 「A様 B」における B（後接表現）の特徴 
 まず、後接表現の特徴を見る。表 8は、後接表現の高頻度語である。高頻度語はすべて漢語
であった。後接表現で最も頻度が高いのは「症状」で約 26％を占める。2位以下の頻度は大き








表 8 「A 様 B」の B（後接表現）高頻度語上位 10 位 
順位 後接表現(B) 頻度 割合 
1 症状 150 26.1% 
2 皮疹 30 5.2% 
3 所見 16 2.8% 
4 変化 14 2.4% 
5 顔貌 12 2.1% 
6 物質 11 1.9% 
7 病変 10 1.7% 
8 構造 9 1.6% 
9 運動 8 1.4% 
10 陰影 7 1.2% 
10 反応 7 1.2% 
10 作用 7 1.2% 
10 症候群 7 1.2% 
― その他 287 49.9% 






























表 9 高頻度の後接表現(B)における前接表現(A) 
① A 様症状 
順位 前接表現(A) 頻度 割合 
A 様 B(575 例)に
占める割合 
1 感冒 25 16.7% 4.3% 
2 インフルエンザ 24 16.0% 4.2% 
3 アナフィラキシー 17 11.3% 3.0% 
4 強皮症 4 2.7% 0.7% 
4 筋炎 4 2.7% 0.7% 
4 喘息 4 2.7% 0.7% 
― その他 72 48.8% 12.5% 
計 150 100.0% 26.1% 
 
② A 様皮疹（頻度 30）  ③ A 様所見（頻度 16）  ④ A 様変化（頻度 14） 
前接表現(A) 頻度  前接表現(A) 頻度  前接表現(A) 頻度 
紅斑 6  蛇腹 3  巨赤芽球 2 
毛嚢炎 4  SLE 2  Brugada 1 
サーモンピンク１， 
むち打ち１、日焼け１， 




⑤ A 様顔貌（頻度 12）  ⑥ A 様運動（頻度 8）  ⑦ A 様陰影（頻度 7） 
前接表現(A) 頻度  前接表現(A) 頻度  前接表現(A) 頻度 
西洋斧／斧 4  胎児(の)呼吸 3  吹雪 2 
人形 3  アテトーゼ 1  菌球 1 
先端巨大症 2  ペダル漕ぎ 1  血管 1 
ガーゴイル 1  振り子 1  砂嵐 1 
苦悶 1  振戦 1  腫瘤 1 






度語（表 8）は漢語が用いられ、最も頻度が高い「症状」は 26.1％と、「様」の約 4 分の１は
「A様症状」であることがわかる。 
 高頻度の後接表現において、「症状」は、「様」と「ような」のいずれにも見られる語である。
「症状」の前接表現を比較してみると、「A ような症状（18 例）」の A は動詞（例 日常生活











 A：感冒 25、インフルエンザ 24、アナフィラキシー 17、強皮症 4、筋炎 4、喘息 4 
 





























 専門用語の前接表現における高頻度の表現は「髄様 B」「水様 B」「毛様 B」であり、後接表










分析対象語 575 298 199 
専門用語 245 41 50 
計 820   
 
５．まとめと課題 
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